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山形大学では、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施する次世代研究者挑戦的研究プ

ログラム（SPRING）に参画し、2024 年度から「やまがた次世代共創イノベーション人材育成プ

ログラム」を開始しました。 

 

以下にその内容について紹介します。 
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昨今の日本において、将来の科学技術・イノベーションの牽引を担うべき博士後期課程学生の進

学率および進学者数がいずれも減少傾向にあることが指摘されています。 

 

科学技術・イノベーションの将来を担う優秀な志ある人材確保のため、こうした博士後期課程学

生への経済的支援を強化し、多様なキャリアで活躍できるように研究力向上や研究者能力獲得を

支援することを目的として、JST では「次世代研究者挑戦的研究プログラム（通称 SPRING）」を

実施しています。 
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JST の「次世代研究者挑戦的研究プログラム」の趣旨に沿って本学が企画した博士人材育成プロ

グラムとして「やまがた次世代共創イノベーション人材育成プログラム」を提案し採択されまし

た。 

 

本学では、2024 年度から次世代の共創的イノベーションを担う博士人材を育成するプログラムを、

理工学研究科・有機材料システム研究科・医学系研究科先進的医科学専攻・看護学専攻の博士後

期課程入学者（予定含む）の方を募集対象に開始いたしました。 

 

本プログラムでは、次世代共創イノベーション人材として活躍するうえで必要な３つの能力とし

て『専門力』、『融合力』、『共創力』の獲得、および、それらを踏まえた上での『社会実装力』向上

を支援する制度設計がされています。 

 

詳細については、本プログラム生募集要項をご覧ください。 
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プログラムの特色として、（１）生活費等に当てる研究奨励費として月額￥17 万（￥204 万/年）

および研究費を￥70 万/年の経済支援の実施、（２）研究力向上のための教員や起業人材からのメ

ンター指導や『融合力』『共創力』獲得のため関連した科目の提供、（３）キャリアパスの支援な

どを予定しています。 
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プログラム生は、支援を受けることができる一方で支援の効果を最大限引き出すために、①から

⑧に示す８つの義務に取り組むことが求められます。 
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こちらは、プログラム生のやるべきことを含めたカリキュラム表になります。 

 

プログラム生は、履修モデルとして１年次に指定された選択必修科目群から２単位、２年次に「社

会実装インターンシップ（2単位）」を履修することになります。 

 

ただし、選択必修科目については、すでにこれらの科目に関して博士前期課程で２単位を超えて

履修していた場合、２単位を超えて履修した科目を本プログラムの履修要件に当てることができ

ます。 
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本プログラムに参加するには、M2（4月入学）の方の場合、各研究科での博士後期課程入学試験

に合格し、本プログラムの選考試験（3月頃）に合格する必要があります。 

 

10 月入学で D1 の方の場合は、本プログラムの選考試験（3月頃）に合格すると 4月からプログ

ラム生として開始します。 

 

一方、10 月入学でM2 の方の場合、本プログラムの選考試験（3月頃）に合格し、その次年度の

9 月までに各研究科での博士後期課程入学試験に合格すると、10 月から D1 に進学するとともに

プログラム生として開始します。ただし、本プログラムの選考試験を受験できるのは１度のみで

す。 
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ご不明な点がある場合には、お問い合わせ先までご連絡ください。 

 

皆様のご応募をお待ちしております。 

 

 


